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共立祭参加

文芸OG ネットワーク
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秋を彩るイベント、「共立祭2015」が、2015年10月17日(土)、18日(日)の2日間に
わたって開かれた。

共立祭には毎年テーマが掲げられるが、今回のテーマ

は「Blooming! SAKURA sienne」。共立祭運営委員会に
よると、sienne には「その土地の人」という意味も含ま
れているようで、共立生はもとより、来観の皆様も共に

咲き誇りますように、との思いが込められているという。

本館1階のロビーや共立講堂では、合唱、吹奏楽、二

胡などの音楽演奏、ダンス、ファッションショーなど各

サークルの上演、発表が行われ、例年と同様に、来観の

お客であふれていた。展示や模擬店などは本館と3号館

文芸OGネットワーク展示

の教室が会場に充てられた。外部からのゲスト出演もあ

り、華やかな賑わいを呈していた。卒業生企画として文

芸OGネットワークも参加した。

開催中、ときどき共立祭運営委員会のメンバーが何人

かで各会場を見回って歩く姿が見かけられた。運営委員

会は1年から3年までの学生で構成され、メンバーは数

十人に及び、共立祭の準備と運営にあたる。

当日も会場の見回り、後片付けまで目を配るなど、陰

の支援があって共立祭はつつがなく終わった。

OGネットの会場は3号館 302・303号室。今回は小さな部屋2つが割り当てられたため、やむなく「日本のミュー
ジカル」展示と「バザー・茶菓コーナー」で部屋が分かれた。

「日本のミュージカル」展示 バザー・茶菓コーナー

展示のための準備は、多田久恵さんを中心に資料整理

室で行い、展示の資料は準備の日に会場に運び込んだ。

テーブルを壁面につけて置き、その上にパンフレットや

チラシを展示した。ポスターも、壁面にぐるりと並べ、

その間に解説のパネルを配した。

会報、「文芸OGネットワーク通信」のバックナンバー

も展示した。

部屋の入口近くの半分にバザーコーナーを配し、奥の

窓よりに茶菓コーナーを設けた。バザーの品はOGネッ

ト会員の皆さんから、郵送、あるいは持ち寄りで提供

していただいたもの。予告の期間が短かったにもかか

わらず、多くの品物が寄せられた。バザーの売り上げは

69,371円であった。これは、今後のOGネットの活動費

として活用させていただきます。

茶菓コーナーは奥まってはいたが、皆さんのくつろぎ

の場となっていたようだ。
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日本のミュージカル ポスター・プログラム展
今回の展示では、日本の戦後から最新の舞台に至るまでのミュージカルのポスターやプログラムなど、数々の貴重な資料が

展示された。会場には、「日本のミュージカル」、「日本独自のミュージカルあるいは音楽劇」、「宝塚歌劇団のミュージカル」、「東
宝制作のミュージカル」、「劇団四季のミュージカル」のタイトルで展示解説のパネルが掲示された。

今までのOG ネットの文化祭参加の歴史を振りかえるとともに、今回の展示を多田久恵さんにまとめていただいた。

OG ネットが学生主体の文化祭に初めて参加したの

は、2003年、設立されたその年からである。第1回は「先

輩たちに続こう」というテーマのもとに、様々な分野で

活躍する卒業生7名をパネルで紹介した。その翌年から、

絵画、ステンドグラス、手染め、陶芸、人形制作などに

携わっている卒業生たちの作品を展示、紹介してきたの

であるが、2010年からは劇芸術研究室所蔵の演劇資料

をお借りして、ポスター、プログラム等の展示を始めた

のである。「宝塚歌劇展」 「川崎照代(劇作家、1968年

卒業)展」「『ハムレット』展」「河竹黙阿弥展」「近松門

左衛門展」等、取り上げた作家および作品は、古今東西

にまたがるものであった。

今年は「日本のミュージカル」と題し、宝塚歌劇団、

劇団四季、東宝などによるミュージカル作品の展示に加

えて、日本独自のミュージカルあるいは音楽劇の作品群

をプログラムやポスターなどから紹介した。

1914年創立の宝塚歌劇団は、歌、踊り、芝居が一体

化したミュージカルを当初から上演しているのである

が、ブロードウェイミュージカルの日本初演も数多い。

たとえば、「オクラホマ」 (1967年日本初演、以下同様
に日本初演の年を示す)、「ウエストサイド・ストーリー」

(1968)、「回転木馬」(1969)、「ガイズ&ドールズ」 (1984)

などである。現在人気の高い「エリザベート」はウイー

ン発のミュージカルであるが、宝塚初演 (1996) の後、

同じ演出家による東宝制作の舞台が続き、さらなる人気

を集めている。
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モルガンお雪
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「マイ・フェア・レディ」

日本で初めて上演されたブロードウェイミュージカル

は「マイ・フェア・レディ」 (1963)である。江利チエ

ミと高島忠夫コンビのこの舞台は大成功をおさめ、以後

東宝制作のブロードウェイミュージカル上演に弾みをつ

けるものであった。水色の表紙のプログラムからは菊田
一夫をはじめとする制作者たちの高揚感がひしひしと伝

わってくる。それ以後「王様と私」(1965)、「屋根の上

のヴァイオリン弾き」 (1967)、「ラ・マンチャの男」 (1969)、

「レ・ミゼラブル」 (1987) などなど、いまなお再演を続

けている作品が少なくない。

劇団四季(1953年創立)のミュージカルも根強い人

気を誇っている。「ジーザス・クライスト・スーパース

ター」(1973)、「キャッツ」 (1983)、「オペラ座の怪人」

(1988) などロンドン発ミュージカルの舞台が多いが、「ウ

エストサイド・ストーリー」 (1974)、「コーラス・ライン」

(1979)、「美女と野獣」(1995)、「ライオンキング」 (1998)

などの人気作品はブロードウェイで生まれたミュージカ

「モルガンお雪」

ルであり、四季の公演は全国に広がっている。

日本独自のミュージカルあるいは音楽劇と呼ばれる作

品の存在も忘れてはならない。菊田一夫作・演出、越路

吹雪主演による「モルガンお雪」 (1951) から始まった「帝

劇ミュージカル」は、のち「東宝ミュージカル」と名前

を変え、日本のミュージカルの基礎を築くものであった。

その後のいわゆる新劇や、商業演劇の分野において

は、「真田風雲録」(1962) に始まり、「上海バンスキン

グ」 (1979)、「アイ・ガット・マーマン」 (1987)、「李香

蘭」(1991)、「アイ・ラブ・坊ちゃん」 (1993)、「オケピ」

(2000)、「Shock」(2012) など数多くの日本独自の作品

が生まれている。今回も劇芸術研究室と卒業生有志より、

貴重な演劇資料を提供していただきました。厚くお礼申

しあげます。

多田久惠(S45院卒)
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